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森の教室指導者養成講座のいま	
森の教室インストラクター会	

代表 加藤昌代	
　当会は、ふるさとの会の委託を受け、
平成１８年から開講し今年で約７０人の
方が受講している。自然体験活動推進
協議会に資格(リーダー・インストラクタ
ー)登録している方は２８人いる。２６年か
ら国立青少年教育振興機構と連帯し、
指導者としての能力が強化された内容
で講習をしている。１年間でリーダーの
資格を得た方は、そのノウハウを実際に
活用すべく、森の自然塾で実力を身に
付けている。現在は次の時代を担う子
供達に積極的に関わろうとする頼もしい
人材に恵まれ、森の自然塾が運営され
ている。	
　９月９日の講習は安全管理で、危険の
３大種類、潜在危険、顕在危険、遠在
危険があり夫々的確な情報判断が大切
と、習った翌日あの大水害が終日報道
されて、今回遠在危険にあたり、危険情
報をしっかりと受け止め、早くに準備す
る事が肝要と思い知らされた。	

姿見の池ホタル復活への取り組み	
ホタルの夕べ実行委員会 近藤 洋	

 姿見の池で人口養殖したホタルをカゴ
に毎年展示し、好評を博しています。	
　この活動の最終目的は姿見の池にホ
タルを復活することです。その第一歩と
して、実行委員会を構成する４団体(泉
山自治会、ホタルよもう一度の会、緑と
自然を育てる会と本会)が地権者である
国分寺市の許可を得るため署名運動を
行い議会承認を得ました。	
　引き続いて実施計画に基づく担当部
署との協議が整い、今秋から実行作業
が開始されます。	
　ホタルは清流でなくても住み、エサも
カワニナだけでなくタニシ等も食するヘ
イケボタルに絞ります。まづはカワニナ
等が生息することのできる環境をつくる。
ミズクサの植草等の作業、別途養殖した
カワニナ等の放流、生着確認作業が続
き、ホタルの幼虫放流は早くても来年に
なります。	
　ザリガニ、サカナ、ヤゴ等の天敵、競争
者の影響調査や排除等試行錯誤が続く
ことになります。	
　本会として今後このような作業にどのよ
うに関わっていけるのかを考える必要が
あります。　	

「環境活動助成について」	
理事代行   中村隆彦	

　年初からこの「野川源流自然再生設立
準備会」に参加し活動を少しずつ始め
ておりますが、我々の市民団体の活動
に対し、企業、団体が助成、支援をする
仕組み、その背景を少し述べたいと思
います。	
　企業が一時的な財政利益の最大化を
目指すあまり、その活動が社会、環境、
経済の諸問題や危機を招いております。	
これに対し、従来コンプライアンス（法令
順守）、環境マネジメント、社会貢献的
活動等（“企業の社会的責任”という概
念）が20世紀後半から広がり始めました。
それらがより進化し、最近では“共通価
値の創造”という考え方に進化してきて
おります。それは、“企業が社会ニーズ
や問題に取り組むことで、社会的価値を
創造し、その結果、経済的な価値も創
造される”即ち、企業活動が、生態系の
劣化、生物種の著しい減少、台風洪水
等の地球規模での気象変動の環境問
題及びその他の社会問題を引き起こし
ている事への危機意識の高まりから、助
成事業を通じて、企業の経済的な成果
を社会的変革に長期的に結び付けて、
「事業の正当性」を取り戻そうという姿勢
です。	
　このような、企業概念の変化に対して、
国も財政的な支援体制を作り、各企業も
積極的に助成事業を進めるようになりつ
つあります。	
　少し難しい話になりましたが、「野川源
流自然再生設立準備会」の活動の一助
となれば幸いです。	

日本の四季	
会計委員長代行  中尾明長	

　四季は日本固有という訳ではないが、
日本では、気候の特徴がそれぞれ安定
していて自然界の移ろいが美しい。春、
氷雪が溶けて植物が芽吹き、一斉に花
開く。動物達が目覚め動き出す。夏、陽
光が輝きを増し、植物は新緑が色を深
め、動物は活発に動き回る。秋、気温が
下がり始めると植物は紅葉し、動物は冬
支度にかかる。冬、寒気が強まり植物は
落葉する。動物は身を潜め冬眠に入る。
着氷降雪した地表には常緑樹と落葉樹
影が残るだけの静寂の時を迎える。↗ ︎	

↘　しかし近年は地球温暖化の影響で
気候に変動が見え始め、日本を含めて
全世界的に異常気象の兆候が現れて、
安定した日本の四季も強引に崩されて
いるように感じる。異常気象の原因とさ
れるエルニーニョとＭＪＯ(マッテン・ジュリ
アン振動)にも着目しなければと思う昨
今です。	

"防災知識の大切さ	
防災推進の街づくり仲間の会	

副代表  鹿島義之	
　今回の東日本豪雨災害は、予報され
た降雨量が急変したため、避難勧告が
出たのは、被害が起き始めた後だった。
しかし避難勧告や指示が出たからといっ
て、置かれた状況は一律ではなく、避難
が身を守る行動とはならない事もある。
つぎの行動は自分で判断する必要があ
ると思います。あるテレビ番組のインタ
ビューで私は防災講習会・防災訓練等
に積極的に参加してある程度防災知識
があったので、近所にも聞こえるように
大きな声を出して早期避難をしましたと
の事例を紹介していました。これは行政
の勧告や指示に頼るのではなく、自分
で判断する事を問いかけていると思いま
す。自分と家族の命を、そして共助とし
て近所の人にも大きな声を出して逃げる
ことは絶対必要なことと思います。	
　万一の場合に最適な行動を取る判断
力を養うため防災知識を少しでもレベル
アップを図ることが大切である。今般計
画している合同防災訓練も判断力を備
える一歩とするための行動であります。	

東京都が全戸に配布	 



10月の行事予定

2日(金)多摩に歩く会(八王子城跡)

8:30	 西国分寺駅南口噴水前

動植物調査(国分寺市環境部)

10:00	 西恋ヶ窪緑地

3日(土)里山づくり仲間の会

9:30	 恋ヶ窪村用水跡

6日(火)いなげやとの合同防災訓練

14:00	 いなげや西恋ヶ窪店

9日(金)	 Ｘ山市民協議会	 

13:30	 室内プール３階会議室

10日(土)	 幹事団体執行部会議

10:00	 恋ヶ窪公民館

合同連絡会議

13:30	 恋ヶ窪公民館

野川源流自然再生設立準備会

15:00	 恋ヶ窪公民館

13日(火)	 多摩に歩く会

スタッフ・ミーティング

13:30	 恋ヶ窪公民館

14日(水)	 森の教室指導者養成講座

9:00	 恋ヶ窪公民館

森の教室運営委員会

13:30	 恋ヶ窪公民館

17日(土)	 日吉町町内会定例会

13:30	 第五小学校ランチルーム

18日(日)	 森の自然塾(参加者は9:30)

8:30	 西恋ヶ窪緑地中央

18日(日)	 環境ひろば	 

10:00	 室内プール３階会議室

21日(水)	 ボランテア指導者研修

9:00	 西国分寺駅南側広場

25日(日)	 防災推進の街づくり仲間の会

14:00	 定例会	 第九小図書室

26日(月)	 野川源流自然再生設立準備会

13:30	 恋ヶ窪公民館

30日(金)	 会報配布準備(印刷は13:30)

14:00	 恋ヶ窪公民館

【指導者養成講座】 
日　時：毎月第2水曜日9:00～12:30 
場　所：国分寺市恋ヶ窪公民館 
受講料：3,000円(6ヶ月) 
申込方法：ハガキに住所、氏名、 
　　　　　電話、年齢、 
　　　　　受講理由を記入し下記へ 

ふしぎ発見隊に参加して	 
安全担当	 国分寺市	 近江吉郎　　	 

　幼いころのことですが「1丁目1番
地」というNHKラジオ番組を聞いた

記憶が残っています。	 
その番組では、夏休みに兄弟で千葉

御宿のおじいちゃん・おばあちゃん
の家に長期滞在し、海の近くで自然
を満喫します。	 

　平成27年度森の自然塾は9月で6回
目大型連休中でしたが熱心で活発な

活動が出来ました。隣接市からの参
加や今年度初めての親子の参加も有
りました。	 

付き添いにお父さんの参加も目立ち
喜ばしいことです。今回は一人で参
加した4年生も自力で作品を完成さ

せ頼もしく思いました。主催者側も
準備がしっかり出来ていると思いま

した。	 
冒頭と関係しますが、両親のどちら
かに自然と触れ合える田舎がある家

庭が大幅に減っているという話を聞
きました。そんな今、親子一緒にX

山で自然に触れ合う機会は幼少期の
貴重な経験になると確信します。	 
小さな命や可憐な草花を見つけたり、	 

厳しい環境の中で逞しい生存競争を
見つけたり、四季の移ろいを感じた

り、そんな機会のお手伝いを更に発
展継続出来たらと思っています。	 

目に焼きついた子供たちの笑顔　	
自然塾リーダー 青梅市 新垣かつこ	

　９月２０日二瓶リーダーの下、大勢の
スタッフの協力のお蔭様で、無事楽し

く自然塾が行われました。第一がＸ山
での宝物探し、これは配布された資料

を参考に五感を使い、匂いや虫、鳥の
声を聞く、仰いで葉の裏に付いている
セミの抜け殻を見つけたり、落ちている

赤い実で顔をあげるとコブシの木を見
つけたり色々忙しい。そして、ゆっくり

じっくりと森の中を歩くという大事な時
間を過ごす事が出来て、子供達も積極
的にあれこれ探す事が楽しそうで、良

かったです。	
　第二は場所を変えて野外から屋内へ、
トイレ使用の様子も見ながら、安全第

一、スッタフが蜂の出現に注意して移
動。屋内では、多数の押し花と野草の

提供があり、画用紙に子供達皆ノビノ
ビと作品を作っていった。	
　葉を駆使して、ザルウスという恐竜を

作ったり、みの虫、蜂などを表現したり、
大きな花や蝶を作ってみたりと好評で

した。	
　二瓶さんが食物連鎖のお話をされて
どう理解してくれたか。でも口頭だけと

いうのでなく、視覚に訴えて、事前に動
物・食物の説明をされて大へん分かり

易く良かったです。	

森の自然塾・ふしぎ発見隊	 開催!!	 

"森の教室指導者養成講座・自然塾参加者募集" 
　(開催中ですが途中参加出来ます) 

申込・問合先： 
　〒185-0032 国分寺市日吉町３－７－８ 
　森の教室　岡本浜夫宛(０９０ー６９３７－８０７０) 
　※詳細は、右上段記載のホームページを検索しご覧ください。　 

【自然塾】 
対　象：6歳以上 
　　　　（小学3年以下は付添） 
開催日：第２日曜日9:30～12:30 
場　所：エックス山 
　　　　（西恋ヶ窪緑地）周辺 
参加費：初回参加時 500円 
申込方法：往復ハガキに住所、 
　　　　　保護者氏名、本人氏名、 
　　　　　学年を記入し下記へ 

国分寺市環境部の	 
動植物調査に参加しています	 

市内の動植物の生息状況を把握し、希少種保全、
外来種対策のため調査(27年4月から１年間)が行
われています。専門員調査にあわせ環境団体(８
団体)及び市民も参加し、Ｘ山、姿見の池を中心
に行われ、ふるさとの会関連では、ふるさとの
会・都市緑化・里山づくりが参加しております。	 

（コスモス）	

（栗）	


